
 

  

 令３年度ふるさと創生ＮＰＯ活動応援事業報告書 

団体名 星の会（不登校・ひきこもりを考える親の会）  

星の会のホームページのリニューアルを行った。 

１ 不登校に関する情報をまとめて閲覧できるように改善した。 

2019 年度の大分県の小中学校の不登校の子どもの数は 1,843 人で、７年間連続

で増加している。高校生の不登校を含めると、2,461 人で過去最多であり、不登校傾

向を含めると、その２倍３倍の子どもが悩み苦しんでいる。しかし、不登校の情報

が一つにまとまっていなかったため、親や教師や支援者は子どもの状況にあった情

報を得ることができず、かえって本人を追い詰めてしまうケースも珍しくなかった。 

今回のリニューアルにより、星の会の例会や不登校に関する講演会等のイベント

だけでなく、「子どもの居場所」「相談機関」「進学について」などの様々な情報もま

とめて閲覧できるようになった。 

２ スマートフォンへの対応などシステムを改善した。 

星の会は 2009 年にホームページを開設して、不登校に関する情報をひとまとめに

したが、古いシステムであるため様々な問題が起きていたため、新しいシステムに

更新した。 

（1）スマートフォンへも対応し閲覧しやすくなった 

スマートフォンでの表示がパソコンと同じ表示となっていたため、文字サイズが小

さく読みにくい問題があったが、スマートフォン表示に改善された。 

（2）検索順位を上げる仕組みを取り入れた 

検索エンジン Google は「画像や文字が小さいなど、スマートフォンでの閲覧に適

していないページの検索順位を引き下げる仕組み」を導入しているため、従来（改修

前）のホームページが本来の検索順位よりも低い順位で表示されていたが、更新によ

り必要としている利用者により適切に情報を届けられるようになった。 

（3）最新の情報を届けることができるようになった 

従来の古いシステムではブログ記事以外の更新方法は難しく、「不登校の情報」の更

新は煩雑で業者委託をする必要があったため、財政的理由から頻繁に更新をすること

ができなかった。今回の改修により更新が容易となり、タイムリーに情報を提供でき

るようになった。 

 

今回のリニューアルにより、不登校やひきこもりに関する必要な情報を見つけやす

くなった。また、スマートフォン対応に対応したことで、不登校に関する情報をより

多くの方によりわかりやすく届けることができるようになった。 

さらに、これまで困難であった不登校に関する新しい情報のアップや更新が容易と

なり、毎月行うホームページの更新の際に、「親の会」定例会の情報や最新の県内の

不登校の情報など、常に最新の情報が得られるようになった。 

引き続き、タイムリーな情報提供を行いながら、不登校の当事者や保護者の悩みや

課題の解決や、また、教師との交流も増やしていきたいと考えている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


